










1.はじめに 

骨髄移植は重症複合型免疫不全症,重症型再性不良性貧血や白血病などの難治性血液疾患,

および一部の先天性代謝異常症に対する有効な治療として近年その地位が確立きれてきて

いる。骨髄の donorは HLA の一致した同胞が適当なのだが,現実的にはその獲得は困難と言

わざるを得ない。前回われわれは重症複合型免疫不全症の患児において大豆凝集素および

羊赤血球により T細胞を除去した HLA不適合の母親からの骨髄細胞移植を試みた。その結

果,GVH 反応の出現をみることなく生着し,部分的な免疫能の再建に成功したのである。今

回ここに報告するものは大理石病の患児に対して HLA 不適合の母親の骨髄細胞を同じ方法

で処理し移植を試みた 1例である。大理石病は代謝性骨疾患で破骨細胞による骨吸収の障

害によって起こる全身の骨硬化症。治療法として最近骨髄移植が試みられている。成功例

もいくつか報告されている〔①,②,③,④〕けれども,残念ながら,われわれの症例において

は GVH 反応の出現を見ることなく,リンパ系細胞の生着は認められたが破骨細胞の生着は

みられなかった。 


